








【要約】 

冠動脈性心疾患の危険因子に関する小児期からのコーホート研究は 1970 年頃から米国を

中心に始まり、やや遅れて介入研究も進められている。それによって、小児期における危

険因子のいくつかが判明し、それを調整することによって発病を予防ないし遅らせること

ができると認められている。ただし、各危険因子の病的意義やその重み、予防活動を開始

すべき年齢や活動の実践方法などについては、解明・検討すべき課題が多く、今後の研究

に期待されている。 


